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本報告書は、茨城県行方郡玉造町若海457番地外に位置する若海貝塚の取り付け道路
部分の調査報告書である。

本調査は、平成10年に町道57号線のバイパスエ事によって調査した道路の取り付け道路

部分の調査で、面積約70∬である。

本調査は鹿行文化研究所の汀 安衛が担当した。調査期間は平成14年 5月 21日 ～29日 ま
での延べ 6日 間である。

本報告文、写真、貝分類は汀安衛、図面、魚骨類は西田和子、貝類整理は徳利初代、横

田泰隆が行ない汀が総括した。

調査部分は、以前から農道として使用されており下部に、昭和55年集落センターに給水

の為水道管が埋設されていた。その後今回と調査区内で 2回の攪乱を受けた。

整理は6月 から10月 まで行った。
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1 本報告書の縮尺は図中に表示したが、原則として 1/30、 1/10と した。水糸レベ
ルは図中に表示した。
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遺跡の位置と史的環境 (第 1図 )

本貝塚は、茨城県行方郡玉造町若海457番地他に所在する。貝塚の所在する玉造町は茨
城県の中央部やや東寄りに位置し西側は霞ケ浦 (西浦)に面し南側は麻生町、東側は台地中

央部で北浦,鉾田両町に接し北狽Iは、鎌田川を挟んで東茨城郡小川町と堺を接する。町域は

全体的に台形状を呈する。

貝塚の占地する梶無川周辺には縄文時代から近世まで多くの遺跡が確認されている。貝塚

では西岸のオチャク内貝塚、古墳では捻木古墳群、城館址では芹沢城跡、山中館跡、石神館

跡、玉造城跡等が残され梶無川流域は古代から生活環境に恵まれた地域であることが窺われる。

貝塚は、梶無川の中流域、東岸の支谷に囲まれた標高30m程の台地斜面部に占地していた。

中心になる貝層は台地の南側の凹部、東側の斜面部、平坦部の地点貝塚から構成されている。

その中でも貝塚の主体は南側と東側の斜面部であり、特に東側の貝塚が最大の規模をもつ。

本貝塚は古くから著名な遺跡で多くの人々の踏査が見られ、報文がある。中でも1952年 に

慶応義塾高等学校史学部の調査がある。その後は大きな調査は無い。平成10年に町道のバイ

パス建設のため、用地部分のみ鹿行文化研究所が調査を行なった。 (注 1)貝塚の東端にあ
たる。

注 1.平成10年に道路部分の調査を行いその時、取付道路については調査範囲になかったため未調査
であつた。調査時点ではかなりの攪乱が入り貝層の生き部分は少なかった。
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Ⅱ 調査に至る経過

玉造町は、主要基幹道路である国道355号線と行方台地を縦断する主要地方道水戸神栖線

354号 と県道鹿田玉造線と主要地方道水戸神栖線を結ぶ、重要生活路線として位置づけられ、

交通量も増加し住民要求も高いことから道路改良工事が計画された。今回の若海貝塚の調査

は、この取り付け道路を整備する町道改良舗装工事に伴うものであった。

しかし、遺憾なことに工事が先行した事例で、取り付け道路工事中貝層が露呈したことに

より、平成14年 5月 4日 に発見者より通報を受け、玉造町生涯学習課職員がその事実を知り、

急返、埋蔵文化財の緊急発掘を実施するという残念な経過をたどった。

玉造町教育委員会は、直ちに玉造町建設課と協議し、茨城県教育庁文化課の指導の下、記録

保存の措置を講ずることとなった。

なお、本調査の期間中、この取り付け道路の工事は中断され、工期にも若干の影響を来す

結果となった。

1 調 査 日誌

5月 21日 現状の写真、図面作成、テント設営、道具運搬し遺存部の貝層確認。
5月 22日 攪乱を受けた貝層ブロックの整理。 1～ 4Xま での名称を附する。

以前の水道管敷設時の攪乱層をXと して取り上げ生き層を確認。

5月 23日 西側の道路法面の土層及び貝層作図。 lX、 2Xの整理。
上部は貝層の端部で混土貝層、薄い。

5月雰日 西側、貝層の生きた部分の調査。 1、 2層 は僅かである。
5月 25日  3層、 4層の調査、遺物は皆無に近い。 5、 6層の調査、遺構なし。

ブロック状の攪乱貝ブロック整理終了。

5月 28日 東側法面の角度整形、調査整理。具体的な層は把握出来ない為、X層 として取
り上げた。道路床面部より下げて破砕と消滅した白色粒混入層を調査しローユ、

層まで下げて遺構の有無を確認。地山はかなりの傾斜を示す。

5月 29日 北側端の一部をローム面まで確認し、調査。東側の法面に剥き出しの土器の取
り上げ。20片。何れも少破片。貝を詰めた土嚢袋を運搬し、午後 5時に調査終

了とする。都合 7日 間であつた。

Ⅲ 調 査 の概 要 (第 2、 3図 )

調査は、既に調査日誌で述べたとおり攪乱部分が大半であつた。第一に南側の若海農村集

落センター建設時 (昭和55年 )に水道管埋設の為大きく攪乱を受けていた。今回その水道管

を再度敷設するため幅 3mの所に更にトレンチ状に掘削した為、貝層の遺存部は極一部であ
った。大半は、三度の掘削で元位置を留める貝層は僅かであった。 (第 2図 )
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1 現状と調査方法
調査の大部分は、攪乱部の確認取り除きと整理、持ち上げられたブロック状の貝塊の整理

が主体を占めた。土器はかなり盗難に道ったとの話で調査初日にはかなり土器類の抜き取り

跡が観察された。溶解塊となった 5層、 6層はトレンチ状に確認し調査を進めた。 (第 3図 )

その後、全掘しローム層の地山を確認ィし道路部分の調査を終了とした。

新道と取り付け道路とはかなりの高低差があるため、また新道部分は北側に張り出してい

る為、貝層は皆無に近く北側に行くほど西側に入り込む為貝層の遺存率は良かった。遺物、

土器は3層 に10片ほどの出土を見た。時期は阿玉台式後半から加曾利 EⅡ式が見られた。こ

れらから木貝層の埋積した時期が推察される。

2 貝層の層序 と埋積
貝層、層序は西側の法面では8層に分類出来た。表面は畑地のため耕作土で20cm前後の厚

さが見られた。

1層は耕作土の下、中央部に見られ厚さ10cmか ら30cm程を測り貝類の遺存状態はやや悪い。

ハマグリが主体層であり南北方向からの流れが見られる混土貝層である。土器類は皆無に近

く遺存部も極僅かであった。層序から以前は畑の窪地と推察される。

2層 は 1層南側に見られた混土貝層である北側に傾斜を示す。量的にも極少量であり貝類

の遺存状態は悪い。本層も相当以前に畑地面の可能性が推察される。

3層 は南側部分から始まる黒色の混土層で北狽1に地山の流れに沿つた自然傾斜を示す。貝

は破砕、消滅気味のものが見られ遺存状態は悪い。 5層 との間に少量の層が見られる。

4層 は中央やや】ヒ寄りに見られたブロック状の純貝層で厚さ20cm、 1長さ90cm程の投げ込み

的感じの埋積を示す。ハマグリ主体の貝層である。

5層は3層の北側に見られた混貝層で破砕の多い層で貝自体小型のノ、マグリが多く黒渇色

土が混入している。厚みは、10～ 20cm前後を測る。層自体は南側に傾斜を示すが貝層自体は

上からの投げ込み的である。

.6層 は貝類が溶けて白ゴマ的な層で完形貝類は、皆無に近い。土器も皆無であった。

締まリーはやや有リローム粒子の混入が見られる。

7層は暗褐色層で自ゴマ的な層が少量混入する。完形の貝は皆無、土器片も皆無であった。

この層の下は黄褐色から橙色に近い地山層である。

これらの層は全体的に東側に30度前後の傾斜角度を示す。部分的には調査区中央部に南北

から傾斜を示している。

北側の貝層はやや複雑ではあるが基本的には西側の流れが続く。

1層は、ほぼ南北に埋積した混貝層であるが本層は生きていた。南側では10cm前後、中央

部で50cm程の厚さを測る。層中3層の純貝層、灰・暗渇色土層④層も有り本層の埋没過程を

物語る。
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2層 は混土貝層で中央部北よりに20cm程の厚みが見られる。本層は断片的に観察されてい

る。少量ながら貝類の遺存状態は良い。ハマグリ主体。暗褐色層。

3層 は、純貝層で北側に少ブロックが三箇所、中央部に二箇所、南側に一箇所それぞれ認

められ何れも貝種はハマグリ主体である。貝殻の埋積方向は (矢印方向)斜め、上、横等複
雑な埋積を示しかなリブロック的な状態が観察された。

籐革彗導華1貝殻散布部

襟

鵜

|(バイパス都)

0        3

卜 卜 十 引

＼

第 2図 調査前の現状・貝殻散在状態

4層 は、混貝土層で 3層の下に最高30cm程の厚さをもつ、全体的には薄い層で貝の遺肝状

態は良い。本層でもハマグリが主体的な貝である。

5層 は、南北方向の全体に認められ北側では50cm程の厚さをもつが貝類の遺存状態は悪く

多数の貝は白ゴマ状になり完形の貝類は少ない。本層でもハマグリが主体を占める。

6層は溶解した貝が自ゴマ状に混在する暗褐色の混土層であった。形骸を留める貝は極少

量である。

7層は、暗渇土が多い層で 6層 よりはやや明るくなリロームが混入している。溶解した貝

粒が少量混入する。形骸を留める貝は皆無。

8層は、褐色層で少量の溶解した白粒の混入が見られるが、形骸を留める貝は皆無であり

地形は、南側に上がり気味である。

m
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(第 5図、第 6図 )

本貝塚からは縄文式土器、骨角器、貝器、脊椎動物遺体等が検出された。以下それぞれに

分類し報告する。

1 縄文式上器
土器は貝層中に混入し検出された。前述したように貝層が確認された時には完形品に近い

土器も出土した、と言われ、かなりの土器の抜き取り跡が観察された。図示したものは3層

出土の1～ 4と 4層出土の5～ 8と 6図の、所謂攪舌[ブロック出上の 1～ 13がある。

疹

新道

(バイパス都)

―

m

若海集落センター側

第 3図 調査区実測図
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口縁部が平縁でやや肥厚し九みをもつ 1は、半戴竹管押し引きを口縁部、及び直下に2条

施文する。直立気味の胴部には粗いLRの地文が施されている。色調は暗褐色で胎土に雲母、
長石を含む。 2は 日縁頂部に小さく扇状形態をもち窓枠状部分には半戴竹管によるに押し引

きが施文され口縁部は磨消し内側に稜を持ち胎土に金雲母を含む。何れも中峠式。 3は扇状
の突起部分で隆帯隆帯にそって 2条の沈線を施し中央に有節沈線が 1条見られ,胎土に金雲
母を含む阿玉台Ⅳ式。 4か らは4層出土、深鉢形土器胴部下半及び底部で太い隆帯が添付さ
れる。隆帯部分には弱い押圧が加えられ地文に単節のRLの縄が全面に施文される。胎土に
は金雲母を多量に含み内側は黒褐色を呈している。

5は 4層出土土器で、鶏冠状の扇状突起をもつ 4、 胴部破片で四本単位の押し引きを持つ

6、 円筒形で深鉢形の器形の 7がある。 5は隆帯の内側には半戴竹管押し引き文が施文され
胎土に金雲母を含む阿玉台Ⅲ式上器。 7は半円状、U字状の隆帯を貼付し半戴竹管押し引き
を施文する。口縁部にも幅広な一列の半戴竹管列が施文され下端に角押し状の沈線が 1条、

更に四等分して施されると推察される二本単位の沈線を短く垂下させる。

外面ぼ黒褐色の本土器は大木 8b系の色の強い土器。 8は小型の深鉢形土器で口縁部は弱く
外反し器形は円筒形である。口縁部に指頭に依る押圧が加えられている。内側は黒褐色で胎

土に金雲母を含む。

第 6図、 7図は攪舌L層からの出土遺物で明確な層序は把握出来ない。出土貝層の状態から

は3乃至 4層の混貝、純貝層からの出土が推察される。図示したのは貝層の位置関係とは別
である。

1は、大型の浅鉢で内側に強い稜、口唇部は「つば状」に大きく外側に折り返し外反する。

胎土に金雲母を多量に含む阿玉台式Ⅲ式土器。 2は山形の突起状、 3は扇状把手で叉太い隆

帯には指頭押圧が加えられている。隆帯上部には沈線が 1条巡る。胎土には共に多量の金雲

母を含む加曾利El式。
4～ 10は隆帯区画で内狽1に横位、縦の沈線を施文する一群で 4、 5は隆帯区画でRLの単
節の縄が施文される。区画内には沈線や刺突文が施文される加曾利 El古式。 6、 7、 8も
隆帯区画であるが区画内は縦位の沈線が施文、 7は磨消された口縁部との間に波状文がられ
る暗褐色の土器で胎土に雲母を含まない加曾利El式。 9は大型の 3孔を持つ土器で隆帯の
中に沈線が施文、突起部は円形で孔を持つ。頚部下は単節の縄文が施文される。10は、口縁

部がキャリパー状器形、隆帯を貼付で区画され地文の縄が見られる。胎上に砂を多く含む土

器。加曾利 EⅡ式。11は阿玉台式の浅鉢土器形土器で無紋、内側に稜をもち口縁部が肥厚す
る。12、 13は阿玉台式の底部でやや角張る器形を持つ。14は口縁部の肥厚する部分に単節の

RLの縄を施文する中峠式土器。
その他少破片が200点程検出された。何れも図示した土器の範囲を越える土器は認められ

なかった。総じて阿玉台式から加曾利 EⅡ式の範囲において形成された貝塚と考えられる。
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ザ ′

I I

層出土土器、1実測拓影図
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2骨 角 器

本類に分類出来るものは検出できなかった。

3貝  器
3点程の貝輪状のカンシ加工品が認められる。

4上  坑

根跡状とも思われるものであり、貝層の推積以前のものかどうかは攪乱のため断定出来な

かった。

本貝層の下部から抜根状の掘 り方の上坑が見られた。掘 り込みは三角形状と楕円状で掘 り

込みは浅く、遺物は皆無であった。

5 脊椎動物遺体
1 魚   類
3層 においてほぼ前回の調査の魚類が確認されたが何れも部分的であった。クロダイ、
スズキ、マハゼ等に上顎骨が見られるが他は歯骨、鰭棘、椎骨、歯板、尾棘、脊椎骨、

うなぎの咽頭骨等が見られたが何れも数量的には少ない。これらは層序、及び貝層の厚

さ等に比例していると察する。

種類は、クロダイ属、タイ科、エイロ、スズキ属、ハゼ科、マハゼ、コチ、アジ亜科、

サバ属、フグ科、サツパ、コノシロ、ウナギ、コイ等が確認された。これは4層 におい

ても同様な傾向であった。

2  H南  乳  類

人は4層から第二大臼歯 〔上〕が確認されたほか、 1層から細片が出土している。
獣骨はシカ、イノンシ、アカネズミ属の下顎が出土しているが、各骨片も細片化し部

位の特定は不可能に近かった。数量的にも僅かであった。

3鳥  類
ガンカモ科、キジ等が見られた。数量的には僅かである。

4爬 虫 類
蛇の権骨が 7片ほど検出されている。

その他、骨片として相当数あったが表に示すように細片で固定不可能 〔鑑定能力不足〕に

よるものもあるが、総じて遺存状態は悪いに一因した。

表紙に図示した魚状石製品は滑石製品で以前は、ペンダント状に使用したと思われる制 り

込みがある。長さ3.7cm厚 さ3 mmの熱帯魚的な形態を持つ加工品である。ペンダント的であり

魚形石製品としては無理とも思われるが近県にその類例が見当たらない。現状では一応前述の

表記としたい。2X出上層水晶製のカロエ品も2Xブロック部分から出土している。子L部が中心
よりかなり偏りあけられている。穿子L技術、加工もやや粗い。長さ3.5cm、 厚さ6 mmを 測る。
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第 1表 遺体一覧表 (1層 )

種   類

頭

蓋

骨

ｃａｒ

下

顎

骨

ｍｄ

勧
椎
研
�れ

肩

甲

骨

ｓｃａｐ
即

上
腕
骨
血
ｐｓｄ

携

　

骨

ｒａｄ

Ｎ

尺

　

骨

ｕｌ

ｐｓｄ

“

手

骨

亜

ｐｓｄ

寛

　

骨

唖

ｐｓｄ

大

腿

骨

掩

Ｎ

頸

　

骨

ｎ

ｐｓｄ

勝

　

骨

ｉｂ

ｐｓｄ

距

　

体

協

睡

　

骨

ｃａ

中

足

骨

ｍｔ

ｐｓｄ

指

　

骨

弛

瀬

そ の 他

シ    カ

獣骨細片
(細片 )13

人   間

鳥   類

ヘ    ピ 稚官  l

種   類

頭  骨
skul

内    臓    骨
visceral skeleton

脊 椎 骨
verttbra

肩    帯
shotdder gと dle

そ の 他
鋤
　
　
骨

ｖ。

泄
離
♯
�

前
上
顎
骨

ｒｅｍ

上

顎

骨

ｍａｘ

口

蓋

骨

ｐａ‐

歯

　

骨

ｄｅｎ

角

　

骨

ａｎ

方

　

骨

ｑｕ

舌

顎

骨

中

前
認
蓋
骨
四

主
饂
蓋
骨

叫

断
蓋
削
呻

腹
推
体誠呻

尾

　

体

ａｂｄ

後
側
頭
骨

ｔｅｍ

上
援
鎖
骨

ｄ

擬

鎖

骨

ｄ

一肩

甲

骨

ｓｃ

ウ ナ ギ

ハ ゼ 科
1

そ の 他

]

遺体一覧表 (2層 )

種   類

頭  骨
skuu

内    臓    骨
visceral skeleton 僻艤

脊

ｖｅ
肩    帯
shoulder gと dle

そ の 他
鋤

　

骨

ｖ。

泄
在囃
師
�

前
上
顎
骨
卸

上
顎
骨
暉

口

蓋

骨

ｐａ‐

歯

　

骨

ｄｅｎ

角

　

骨

ｍ

方

　

骨

ψ

舌

顎

骨

ｈｙ。

前
饂
霊
骨

眸

主
盤
蓋
骨

叫

鰤
蓋
帥
呻

腹
推
乱
岬

尾

　

体

ａｂｄ

後
側
頭
骨

ｔｅｍ

上
擬
鎖
骨

ｄ

擬

鎖

骨

ｄ

一肩

甲

骨

ｓｃ

タ イ 科
1

1

エ イ ロ
歯板

魚   骨
ウロコ  ユ

ユ
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第 2表 遺体一覧表 (3層 )

上
腕
骨
面
瀬

種 類

頭  骨
skull

内    臓    骨
�sceral skeleton

脊 椎 骨
vertebra

肩   帯
shoulder gr dle

そ の 他
鋤

　

骨

ｖ。

泄
罐
♯
絆

前上顎骨
脚

上
顎
骨
醒

口

蓋

骨

ｐａ‐

歯

　

骨

価

角

　

骨

ａｎ

方

　

骨

Ш

舌

顎

骨

ｈｙ。

前
鯉
蓋
骨
四

主
鰹
蓋
骨

ｏｐｅ

盤下

蓋

骨間
unop

腹
推
体誠呻

尾

　

体

ａｂｄ

後
側
頭
骨

血

上
擬
鎖
骨

ｄ

擬

鎖

骨

ｄ

一月

甲

骨

ｓｃ

クロダイ属

タ イ 科 泡巨  51
言 i IL督下

~菫

エ イ ロ 雑

歯板  1
尾票  1

スズキ属
5 ユ

2

ハ ゼ 科

マ ハ ゼ 3

1

コ   チ 1 閥節官 (R)1
一Ｌ 1

ニシン科

アジ亜科 椎骨  78

サ バ 属

フ グ 科

サ ッ パ 第 寄惟骨

コノシロ 営 催 冨

ウ ナ ギ

コ イ
咬合面  1

ウ ロ コ 1

椎   骨

魚   骨 2499
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第 3表 遺体一覧表 (4層 )

類種

頭

蓋

骨

鉗

下

顎

骨

ｍｄ

脊肋

椎

骨 骨

vert
rb

一月
甲
骨
嘲
即

上
腕
骨
面
ｐｓｄ

携

　

骨

ｒａｄ

岬

尺

　

骨

ｕｌ

Ｎ

中

手

骨

唖

ｐｓｄ

寛

骨

ｃｏｘ

ｐｓｄ

大

腿

骨

俺

瀬

頸

　

骨

ｔｉｂ

瀬

勝

　

骨

ａｂ

岬

距
　
　
体

協

距
　
　
骨

ｃａ

中

足

骨

ｍｔ

指

　

骨

ｄｉｇ

ｐｓｄ

そ の 他

カンヽ

;獣 細片  285

歯

間入 第 2大臼備 (L)
1

アカネズミ属
2

ビ

類鳥
亀隔卜争  1氏 負

/JO (骨 ) 109

類種

頭  骨
skull

内    臓    骨
�sceral skeleton

脊 権 骨
vertebra

帯
shodder gr dle

一肩

そ の 他
鋤
　
　
骨

Ю

泄
簿
謂
絆

前
上
顎
骨

ｒｅｍ

上

顎

骨

ｍａｘ

口

蓋

骨

ｐａ‐

歯

　

骨

ｄｅｎ

角

　

骨

ａｎ

方
一　
　
骨

ｑｕ

舌

顎

骨
とyO

前
鯉
蓋
骨
四

主
盤
霊
骨

蝉

断
蓋
帥
的

腹
推
体
，ｓｕｂ］

尾
　
　
体

ａｂｄ

後
側
頭
骨

ｔｅｍ

上
髪
鎖
骨

ｄ

援

鎖

骨

ｄ

肩

甲

骨

ｓｃ

クロダイ属
7 細片  6

タ イ 科 第 1皿管原  4
背鰭棘 462
目  107

エ イ ロ 尾
一椎1

スズキ属
10 稚曾  8

4 4 関節骨  2

ハ ゼ 科

マ ハ ゼ

チヨ

ニシン科

フ グ 科 5(R)上函板

(L)2
サ ッ パ

コノシロ 第 1春椎骨  23

ウ ナ ギ 稚管  123

ナフ

骨魚

骨椎

ウ ロ コ
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第4表

第 4表 貝類遺体一覧表
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層

位
1層

層

位
2層

層

位
3層

種

名 左 右 個体総郵
種

名 左 右 個体総郵
種

名 左 右 個体総勢

腹

足
網

夕
や
シヘ
・
イキサコ
・

夕'ンヘ
・
イキサコ 2 夕`ンヘ

い
イキサヨ
・

55

イホ
い
キサコ 7 イホ

い
キサヨ
゛

1 イホ
い
キサコ
・

6

カワニナ カワ二十 カワニナ
フトヘナトリカ
゛
イ 2 フトヘナトリカ

・
イ フトヘナトリカ'イ 33

ヘナタリカ
・
イ ヘナタリカ

・
イ ヘナタリカ

・
イ 39

カヮアイカ
・
イ カワアイカ

・
イ カワアイカ

・
イ 36

イホ・ウミニナ イホ'ウミニナ イホ
い
ウミニナ 132

ウミニナ 腹
足
網

ウミニナ 腹 ウミニナ 119

ホソウミニナ 3 ホソウミニナ 足

網
ホソウミニナ 63

ウミニナ科 ウミニナ不斗 ウミニナ科 20

ホシキスタ ホシキスタ ホシキスタ
ツメタカ
・
イ ツメタカ・イ ツメタカ

ウ
イ 26

アカニシ アカニシ アカニシ 16

アラムシロ アラムシロ 2 アラムシロ 57

イホ
・三シ 2 イホ

・ニシ 1 イホ'ニシ 5

インマキカ・イ/ インマキカ
・
イ インマキカ

・
イ

ムキ
い
力`イ ムキ

・力・イ ムキ'力
・
イ

凝
足
網

マテカ
い
イ 珊

足
網

マテカ
・
イ 珊

足
掘

マテカ
・
イ 25

ップカ
・
イ ツプカ・イ ップカ・イ

斧

足
網

7カカ
・
イ

斧

足
網

アカカ
・
イ

斧

足
網

アカカ
・
イ

サルホ
・
ウ 5 9 14 サ,レホ'ウ 83 96 179 サルホ'ウ

オキンシ
・ミ 3 3 6 オキンシ

・ミ 5 5 オキンシ
・
ミ 132 154 23G

イタヤカ
・
イ イタヤカ

・
イ イタヤカ

・
イ

ナミマシワカ
い
イ ナミマンワカ

・
イ ナミマシワカ

・
イ

マカ'キ 5 3 g マカ
・
キ 3 3 マカ

・
キ

ヤマトシン
・ミ ヤマトンシ'ミ 2 g 5 ヤマトシン

・ミ 650 う
と 1 37Cl

,ヽマク
・
リ ＾

Ψ 70 137 ′ヽマク
・
り 32 49 81 ハマク

・
リ 720C 6950 14150

カカ
゛
ミカ・イ カカ

・
ミカ'イ カカ

・
ミカ
・
イ 1 24 25

アサリ 13 29 アサリ アサリ 1787 2405 4192
A・カカ
・
イ ハ・カカ

・
イ ハ・カカ

・
イ

シオフキカ
・
イ 1 1 シオフキカ'イ 3 5 8 ンオフキカ・イ 1259 1172 2431

ミ,レクイカ
・
イ ミ,♭クイカ

・
イ ミ,レクイカ

゛
イ

ヒシメラトリカ
!イ

ヒシメラトリカ
・
イ ヒシメラトリカ

・
イ ，

′ 95 265

オオメカ
・
イ オオブカ・イ オオブカ

・
イ 10 12 22

′ヽイカ
・
イ ,ヽイカ

・
イ ハイカ

・
イ

微

小
貝
類

ムシロカ・イ 4

カコ
・
メカ・イ 10

ねノヨカ
・
イ

ヒメクチカメヨカ・イ 2

ヒメミミカ
い
イ 5

ヒメキセルカ`イ 22

キセルカ
い
イ

ヒメンラトリカ
い
イ

ホソホカチョン
い
力・イ 47

オカチョウン
・力
い
イ 133

ユオヘ
い
リマイマイ 51



メノウ製の石製品である。

貝 類
本貝塚の貝類は 6層 まで確認された。しかし遺存状態からは2.3。 4.5層 までが判別
可能の状態であつた。以下は磨耗、消滅が激しく貝類の種別の判断に苦しむ状態で 6以下は

白い粉状を呈していた。よつて貝類の種別等は不可能であった。以下識別した表をもとに概

要を述べる。

貝種は腹足綱12、 掘足綱 1、 斧足綱13種が認められた。 1層では磨耗がひどく完存してい

るものは少なく大方が欠失していた。本層ではハマグリ、サルボウが多く見られた。

2層 もやや磨耗の進行していたが総じて識別可能なものが少なくここでもサルボウ、ハマ

グリが主体的貝類と推察される。

3層でほぼ、本貝塚の貝類組成が明確に認められた。圧倒的多数を占めるものはハマグリ

で団体総数 5千を超える。左右ほぼ大差なく検出されている。二番目にはアサリで個体数約

2千 を数えた。次にシオフキガイがみられ個体数1,200前後であつた。そしてヤマ トシジミ

が1,000イ団体数を数え、カキも相当の個体数が認められ本類の生育条件も存在していた。小

型の貝ではヒメンラトリガイがやや多く見られた。総じて前回調査の貝類の範囲を越えるも

のではなかった。

腹足綱ではフトヘナタリ、イボウミニナ、ウミニナ系が多数を締めていている。アカニシ

は非常に少なく個体数16、 キサゴも同様で皆無に近い。

掘足綱ではマテガイがやや多く見られた。

生育状況と捕食されたハマグリは穀長4.3cmか ら殻高 l cmが最も多 く、次に 3 cm、 2 cm

と続き斧足綱の中で圧倒的数量を誇る。腹足綱、アカニシでは殻高1lcmが最高で以下 10。 7

cmと小型のものは検出されなかった。アサリもやや大型の物が多く最高は穀長 4 cmを 測るが

大半は2 cm前後。シオフキガイは殻長4.5cm、 殻高1.3cmと やや大型で比較的生育状態は良い。

オキシジミは殻長4.5cm、 殻高1.3cmが最高。シジミは量的にやや多く見られ生育も良く大き

いものは殻長3.2cm程であった。

検出された貝類からはハマグリの生育に適した素浜、やや泥気味のアサリの成育に適した

海底状態が想定される。こうした環境が近隣に存在していた事が窺がわれる。

微小貝類

本貝層からはヒカリヒメギセルガイ、ヒメギセル、ホソオカチョウジガイ、コオオベリマ

イマイが検出された。中でもオカチョウジガイが133と 卓越している。次にコオオベリマイ

マイが51と 次ぐ。総じて微小貝類葉少なかった。

貝類の検出、生育状態からは、本時代の若海人は比較的恵まれた生活環境にいたことが理

解される。

微小貝類は少面積の割りに多く認められた。個体数を列記すると、以下の通りである。

カゴメガイ10 ヒメミミガイ6 ヒカリキセルガイ22 ヒメギセルll
ホソオカチョウジガイ47 オカチヨウジガイ133 コオオベリマイマイ51
カノコガイ11 ヒロクチカノコガイ5が検出された微小貝類である。
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括
本調査は、再度に亘る水道管敷設工事において貝層の大半を欠失し、その貝の整理が調査

の大半を占めた。層序が確認され調査が出来た貝層は調査区の 1/3前後と推察される。
確認された貝層も1.2層 は耕作攪乱層であり3層からが確実に埋積状態が認められた。
しかしその 3層 も前述のとおり水道管敷設のため攪乱を受けていた。この様な状態の調査で

あり結果は前回の調査と大差はなかっが本貝塚が更に西側、北側に伸びていることが確認、

把握出来たことはひとつの成果と考える。

遺物は、土器、脊椎動物遺体、貝類、装飾品等が認められた。

土器は、阿玉台式後半～加曾利 E式前半が認められ前回の調査と大差は認められない。量

的に非常に少なかった。貝層の一部に土器の抜き取り跡も認められた。

貝輪状の未製品が出土した。その他滑石製の魚状のミニチャも見とめられかなり装飾的感

覚が看過される。

貝刃は比較的少ない。ハマグリが比較的小型の物が主体的であったのが一因かは不明。骨

類は総体的に少ないため、個体の識別可能なものも少ない。同定作業は遺存状態が悪く確認

された種別は少ない。ウナギ類がやや多くみとめられている。そのほかカニが認められてい

る。哺乳類、鳥類,爬虫類は皆無に近かった。
これは部分的な調査、及び前回の水道官敷設も一因していると考えられる。結果的に前回

の調査の成果を越える遺物等は認められなかった。

総体的に前回の調査と比較して大差はないが、ハマグリ主体の純貝層、シジミの多量化、

アカニシ,サルボウの個体数の減は本地区の特徴と推察する。またベイの多量の出土は前回
の調査とかなり周辺の海、川の状態に変化が存在したとも考えられるが、余にも少面積の調

査から積極的な答えは控えたい。

土器、脊椎動物遺体、貝類,その他装飾品等から本調査区貝塚の時期は阿玉台式後半から

加曾利E式前半に形成を見たと思われる。

総
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PL l 調査前の状態・損乱部分の貝層整理・東側のカットされた状態 。新たな水道
管敷設の トレンチの現状 。調査中の遺存部貝層は極一部のみ (下左右 )
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PL 2 南側の台地面法面は北側に自然地形が傾斜 。北側から2段に水道管敷設 トレンチ
が存在小さな土坑が見られた。完掘状態 。3層の純貝層ハマグリが多量 esKl

とSK2抜根状
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